
令和８年度 登立小学校 学校だより 令和８年５月２６日発行

教
育
目
標

「笑
顔
・
元
気
・
命
か
が
や
く
子
供
の
育
成
～
の
び
っ
子
笑
顔
大
作
戦
～
」

く
ま
も
と
家
庭
教
育
十
か
条

第
九
条

（
地
域
全
体
で
の
子
育
て
）こ
の
子
も
あ
の
子
も

地
域
で
子
育
て

み
ん
な
の
宝

登
小
だ
よ
り
皐月号

文責校長

登立小ＨＰ

歯科検診を実施しまし

た。むし歯ゼロを目指した
取組のスタートです。健康
な生活を送ることをめあて
に「スーパー小学生への
道」を進むのびっ子たちで
す。昨年度のむし歯保有率
は23.3％（約40人）でした。
治療率で見てみると 74.0％
（約30人）でした。本年度も
のびっ子の健康指数保有率
0％と治療率100％の達成を目
指します。のびっ子の健康
づくりへの御理解と御協力
をお願いします。

のびっ子たちは交通教室
に参加しました。自転車を押して
登校するという年に一度の体験で
した。交通安全協会の方々が丁寧
に点検をしてくださいました。そ
の後は安全教室で自転車の乗り方、
安全な道路歩行の仕方について学
びました。学習の仕上げは運動場
で乗車訓練を行いました。今日の
学びが命を守る行動となり、みん
なが幸せに暮らせる社会づくりに
つながることを願います。

第一回のびっ子集会を開きました。各委員会からの取組の報告です。それぞれの委員会が

学校生活に必要な活動に加え、楽しく生活するためのアイディアが紹介されました。のびっ子全員で
検討し合い、納得のいく活動へと理解を深めました。児童会活動も本格スタートです。
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ら
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よ
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申
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す
。

先
日
開
催
し
た
運
動
会
で
は
、
皆
様
の
温
か
い
拍
手
と
声
援
の
中
、
の
び
っ
子
た

ち
が
大
粒
の
汗
を
流
し
な
が
ら
全
力
で
グ
ラ
ウ
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ド
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
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練
習
期
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の
中
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と
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っ
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、
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。
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あ
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走
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間
を
応
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い
た
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ー
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ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
下
級
生
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優
し

く
リ
ー
ド
す
る
姿
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所
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見
ら
れ
た
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そ
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収
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。
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多
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な
る
ご
協
力
を
い
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だ
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し
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御
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申
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迎
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を
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は
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々
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し
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よ
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と
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ぬ
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お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

学校には、興味・関心、得意・不得意など、多様な個性をもつ子供たちが集まっています。この個性の違いは、授業中の
「理解のスピードや学び方」、集団生活における「コミュニケーションの取り方や感情の動き（感じ方）」など、一人ひとりの具
体的な行動や表情となって現れます。決して「みんなと同じ」である必要はなく、誰一人として同じ子供はいません。このように
個性豊かで多様性に満ちた子供たち全員が、誰一人取り残されることなく、毎日を安心して笑顔で過ごし、それぞれの可能
性を最大限に伸ばして豊かな学校生活を送るための基盤となるのが「特別支援教育」です。本校では、特別な支援を必要
とする子供たちへの直接的なアプローチだけでなく、のびっ子全員が互いの違いを認め合い、支え合える環境づくりを大切に
しています。今回は、本校での教育活動の取組をご紹介します。
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